
小学校中学年児童の挨拶や号令の
指導を通して，学級を活性化するこ
とに取り組む。

クラスワイド（学級単位）のポジティブ行動支援
実践研究報告



•学級で個別に支援が必要な児童が在籍。
•４月当初は児童同士の声かけが少ない。
•授業に対して消極的である。
•全体的に学習が苦しい児童が多く，授業場面でも
自信がない場面が目立つ。

学級の実態



「発表場面や児童からの問いかけに対して，反応
が少ないため，萎縮しやすいことがある。」

「活躍できる場面を設定し，認め合える関係をつ
くっていきたい。」

「細かくステップをふみながら，学力向上につなげ
ていきたい。」

教員の考え



・学習や生活面において，事前にヒントをたくさ
ん提示し，自分でできた成功体験をつんでいきま
しょう。

・全員が褒められる機会を増やしていき，学級を
活性化していきましょう。

・できている部分の声かけをしていき，全体を元
気にしていきましょう。

アドバイザーからの助言

本実践研究の流れ

健康観察→授業の号令→読解プリント
（指導１） （指導２） （指導３）



【全体】

☆ １日ケンカなし

☆ 全員登校（１８人）

☆ 朝の健康観察（月ごとの◎目標人数達成）

☆ 担任の感動シーン（児童の様子の中で）

ニコニコマグネット１０個たまったら宿題１つ減る
（漢字ドリルか自主学習ノートを交代で）

話し合いで決定

【個人】
★ 号令◎→１Ｐ（２時間行うため１日１人最大２Ｐ）
★ 音読◎→１Ｐ

自主学習ノートポイントに加算

学級のポイントシステム



指導前の記録（ベースライン）を６月１４日～７月８日
に記録した。

朝の健康観察で聞こえる声で「はい元気です」と返事をす
ることができる

◎２ 起立＋声の大きさ
○１ どちらかができている
△０ 両方できていない

支援者が児童名簿に３段階で評価を記入した。

指導目標の見直し

記録方法と記録



【対象児童】

通常の学級 1８名

【指導場面】

朝の健康観察の時間

•即時にフィードバックをし,男女別に１～３等賞を発表
•聞いている児童は返事の後に「そう！」と返す
• ７月は11人，９月は12人，10月は13人，11月は14人等と
◎の目標人数を達成すると「ニコニコマグネット」１つが

獲得できる

指導1：健康観察での挨拶



←健康観察
の様子

返事をしている→
人の方を全員で
見ます
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指導１の成果（健康観察）



指導前の記録（ベースライン）を７月１１日～７月２０日に
記録した。

学級全員に聞こえる声で，授業の号令をかける
ことができる

◎３ 姿勢＋声の大きさ
１回で全員が整えられている

○２ ２～３人できていない子どもがいる
△１ 半分程度できていない子どもがいる

号令とは言えないレベル

指導目標２

記録方法と記録



【指導場面】

授業の号令場面

• ２時間チェックをすることを児童に予告する
• 出席番号順に男女ペア
• ポイント獲得（毎日している自主学習ノートポイントに
加算）できることを伝える

→自主学習ポイントは学級開きから担任が行っている

ポイント制

• ◎で１ポイント。１日一人最大２ポイント獲得できる
• 帰りの会で振り返り

指導２：授業での号令場面
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指導２の成果（号令：2名の合算）

•毎日の振り返りによって，ポジティブなフィードバックの機会
が増え個々の活躍できる場が設定しやすくなりました。消極
的な児童も大きな声が出るようになり，学級全体が元気にな
り，落ち着いて学習できる環境の素地づくりができました。



事前・事後に４年生問題テストで比較

【指導場面】

国語の時間・宿題・ドリルタイム（15分）

【記録方法】

•児童の実態に合わせた３段階の難易度のプリントを実施
（宿題）

•学校においては11月11日より全員が同じ４年生相当の内
容のプリントを実施して点数を記録

読解プリントに取り組み，読解力を向上させることができる

指導３

指導３：読解プリント
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指導３の成果（読解プリントの得点推移）

• 事前事後テストの比較において有意な差が見られ向上し
ました。

• 実態に添った内容の宿題と，校内での並行したプリント
の取り組みにおいて得点を伸ばすことができました。

• 後半においては安定して得点を伸ばしました。
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指導３の成果（事前・事後テスト比較）



ここが成功のポイント

○健康観察と号令の指導から，自
分の活躍の場ができ，学級全体で
毎回教員から認めてもらえる機会
が設定された。

○学級全体，個人と両面に対する
ポイントシステムの有効性があっ
た。

○落ち着いた環境となり，学習意
欲が向上し，学力向上につながっ
ていくことが考えられる。


